
授業科目 介護技術ll
［担当教員名】 対象学年 1~2 ：i 対象学科 ． i ： 社会

大槻美智子 宮下榮子 開講時期 1年後期～ 2年前難： 必修・選択 i ： 介護福祉コース必修選択

単位数 4 l 時間数 l 60 

＜一般目標： GIO>

要介護者の日常生活を支える介護専門職の実践倫理及び介護の原則を理解し、要介護者のQOLを保障する介護の基本的

技術を体得する。

＜行動目標： SBO>

1、介護実践における援助理念及び介護専門職の役割を理解する。。

2、介護実践における介護の基本的技術を習得する。

3、介護技術のその根拠を明らかにし、安全な実践が出来る。

4、個別介護に視点を置いた介護実践ができる。

回
授業計画又は学習の主題

SBO 
数

番号学習方法・学習課題又は備考・担当教員

1 • 2 歩行、車椅子、ストレッチャー介助 演習

3 • 4 ベッド上の座位、立位の介助 演習

5 • 6 機能維持と運動と訓練学習への援助 演習

ユ つどい、外出、遠足（遠出）など 演習

9 • 10 食事場所や食器等用具の整え 演習

且 姿勢や身体状況に合わせた食事の介助、誤際の防止。 演習

且 好みへの配慮と食事墨の観察、脱水防止 演習

15 • 16 トイレでの排泄介助 演習

且 ポータプルトイレ、便器、尿気による排泄介助とプライバシーの保護 演習

19 • 20 排泄の自立に向けた衣類寝具の選択、失禁時の対応と排泄自立への配慮 演習

21 • 22 便秘、下痢時の対応、オムツの交換 演習

23 • 24 衣類の着脱 演習

25 • 26 家庭浴槽での入浴介助 演習

27 • 28 ー設浴と機械浴 演習

【使用図書】 く書名＞ ＜著者名＞ く発行所＞ く発行年・価格•その他＞

中央法規出版 介護福祉士養成講座「介護技術 II」

（必ず教購籍科入）書する書

参考書
必要時推薦します。

その他の資料
随時配布いたします。

【評価方法】 【履修上の留意点】

出席および授業態度 体を動かす実技実習が多いので、動きやすい服装で出席してください。

試験
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